
●左は２年前の私の区政報告。世田谷区という住宅都市に
おける民泊推進に、反対の立場から警鐘を鳴らすつもりで
書きました（当時は違法民泊を世田谷区は取り締まれない
→事実上のやりたい放題を指摘）●民泊とは
「部屋貸しビジネス」です。（足りないホテル
の補完ビジネス）空いている部屋を他人に貸
し、料金をもらう、そういう仕組みです●空
いている４畳半からでも貸せます●そんなこ
とが可能になったのが、ネット決済とカード
支払いの技術が進み、さらには貸し手と借り手の信用保証
のようなことを請け負う米国企業があらわれたからです●
簡単に言えば世界的貸部屋斡旋サイト（詳しくは右上のウィ

エアビーアンドビー社
が世界地図を変えた！
●その世界的企業とは 2008 年に米国に誕生した学生ベン
チャー企業で現在世界一の貸室をキープするというエアビー
社（エアビーアンドビー社）のこと（その他同様の企業サイ
トは多数）●国内外を問わず大きなイベントが行われると、
近くのホテルは満杯、ということは常です。イベントチケッ
トも、宿泊先を確保するのも大変です●イベント近くにホテ
ルがないなら、近くに一間でも空いてる部屋があれば！とい
うのがビジネスチャンスに繋がったようです●お目当はイベ
ントであり、そのための宿泊場所が確保し
たいのであって、ホテルのようなサービス
を楽しむわけではありません。また大家族
でもない限り、空き部屋もしくは空きスペ
ースはあります。それがお金になるのなら
・・・●そこに目をつけたベンチャー企業
が、今では東京オリンピックの公式スポンサー（ワールドワ
イドパートナー）になっているのです●この会社によって世ビジネスモデルの死角

界の空部屋が変
わったと言われ
ます●エアビー
社 の有する部屋
数は世界に 600
万件とも（QR
コード参照）●し
かし、新型コロ
ナ蔓延で簡便な
人の移動ビジネ
スは窮地に陥っ
ています。

●政府のインバウンドやオリンピック景気で、外国人
の流入が増大し地域的には潤っていました●しかし、
そのことが裏目に出るとは・・・●格安航空の出現●
また国によっては積極的に “出国労働 ”を勧めたり、日本のように外
国に工場を移転させたりと、人・モノ・カネの動きが加速され経済
が回っていた世界状況の中で発生した感染症●中国の名前も知らな
い、市場（いちば）から発生したと言われていますが、その場所と
今や世界中がウィルスで繋がっていたことを考えると国際親善にば
かり目を奪われて、住宅都市世田谷区での、「民泊」推進は慎重にす
べきです●ネットとクレジットカードで旅行が簡単にできるビジネ
スモデルには死角があったのです●「防疫」という言葉は重要です。
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新型コロナ新型コロナ感染症対策に無頓着だった
インバウンド政策・民泊推進
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初動の失敗は致命
的、だからこそ
トップ選びは大切


